
朝
宕

章
年
鋼

　
ユ
こ

村
胤

　
昭
聖

’80・2

　閥甑117
　
場
㎝

誰
行
村
耽

発
南
－

　
　
　

　

集
集

編
郡
3
6

　
里
L

　
　
E

　
犬
丁

　　一文殊様の縁日一
　2月25日は文殊様の縁日、昔から知恵をさ

ずける仏さまとして尊ばれ信仰されてきまし

た。近年、進学や就職難時代を迎えて、訪れ

る人もますます増え大変なにぎわいを見せて

います。　（写真は昨年の縁日風景〉．

影撮
氏
村
．
県
民
税
・
所
得
税
の

宜
申
告
を
忘
れ
ず
に
…
ω

　本
容
水
田
利
用
再
編
対
策
…
…
…
⑥

松
伽
籍
韓
墾
－
㈲

　
　
お
　
お
し
ら
せ
と
あ
ん
な
い
…
…
㈲

　
　
　
　
器
曝
質
｝
－
㈲

〈村．勢〉総人ロ…9、338（男4，674女4，664）　世帯…2，212面積…22．34平方キロ （2月1日現在）
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村
・
県
民
税
・
所
得
税
の

　
　
　
　
　
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
に
は
、
申
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
の
日
時
が
記
入
さ
れ
た
申
告
書
を
近
日

申告期限は

〇◎◎ゆo

憲
5
・

銅
－

までで

　
こ
と
し
も
村
県
民
税
の
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
期
限
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

な
る
べ
く
左
記
日
程
の
該
当
日
時
に
済

ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
か
た
は

◎
こ
の
一
月
一
日
現
在
、
本
村
に
住
所

が
あ
る
か
た
で
、

◎
五
十
四
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
か
た
。

　
た
だ
し
、
次
の
か
た
は
、
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
、
給
与
所
得
だ
け
で
他
の
所
得
が
な

　
く
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

　
が
役
場
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た
。

　
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
か
た
。

　
申
告
書
用
紙
の
配
布

　
村
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か

中
に
配
付
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
所
得
者
の
納
税
相
談
日

　
　
（
羅
賄
離
讐
錘

　
昭
和
五
十
四
年
分
の
農
業
所
得
者
、

お
よ
び
、
農
業
所
得
と
給
与
所
得
と
の

合
算
申
告
を
行
う
か
た
の
た
め
に
、
所

得
税
確
定
申
告
納
税
相
談
を
次
に
よ
り

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
凧
く

だ
さ
い
。

相
談
日
　
二
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日

　
　
　
　
ま
で

　
　
　
　
三
月
一
日
は
、
少
額
営
庶
業

　
　
　
所
得
者
納
税
相
談
日

時
　
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま

　
　
　
　
で
（
三
月
一
日
は
正
午
ま
で
）

場
　
所
　
江
南
村
役
場
会
議
室

　
な
お
、
納
税
相
談
に
お
で
か
け
の
節

は
特
に
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

一
、
申
告
書
は
、
税
金
の
こ
と
に
つ
い

　
て
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

　
に
も
、
ご
自
身
で
ご
記
入
し
て
い
た

　
だ
き
、
不
明
の
個
所
だ
け
担
当
者
に

　
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

二
、
相
談
に
は
次
の
書
類
を
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。

21354
案
内
状
や
同
封
の
申
告
書

給
与
の
支
払
、
源
泉
徴
収
に
関
す

る
帳
簿
や
書
類

生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
の
支

払
証
明
書

印
か
ん

そ
の
他
申
告
に
必
要
な
も
の

住
民
税
申
告
（
納
税
相
談
）
日
程

月
日
（
曜
日
）

会
　
　
　
　
場

該
当
区
域

二
月
二
十
六
日
㈹

農
村
セ
ン
タ
ー

須
賀
広
・
野
原

二
月
二
十
七
日
困

〃

小
江
川

二
月
二
十
八
日
㈲

〃

板
　
井

二
月
二
十
九
日
㈹

〃

柴
・
千
代
・
塩

三
月
三
日
　
㈲

農
業
総
合
セ
ン
タ
i

三
本
・
上
新
田

三
月
四
日
　
㈹

〃

押
切
上
下

三
月
五
日
　
㈹

〃

成
　
　
沢

三
月
六
日
　
㈲

〃

樋
春
南
北

三
月
七
日
　
㈹

〃

御
正
新
田

※

受
付
時
間
は
各
会
場
と
も
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
　
「
去
年
は
、
子
供
が
生

　
　
す
ま
れ
た
し
、
私
は
け
が
で

　
　
　
ま
入
院
i
。
一
年
じ
ゅ
う

　
は
れ
医
療
費
を
払
っ
て
い
る
み

費
ら
た
い
だ
」

　
療
け
　
こ
の
志
フ
に
・
家
族
や

　
医
受
あ
な
た
が
病
気
や
け
が
を

　
の
が
し
て
多
額
（
年
間
所
得
が

　
上
除
百
万
円
以
上
の
場
合
は
五

金
以
控

税
円
　
万
円
以
上
）
の
医
療
費
を

と
　
　
　
　
支
払
っ
た
場
合
、
確
定
申

費
方
告
を
す
る
毒
税
の
「

療
五

医
間
医
療
費
控
除
」
（
量
．
同
二

　
年
百
万
円
）
が
受
け
ら
れ
ま

　
　
　
　
す
。

医
療
費
の
範
囲

　
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
る
医
療
費

と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
医
師
や
歯
科
医
師
に
支
払
っ
た
診
療

　
代
や
治
療
代

②
治
療
や
療
養
の
た
め
に
必
要
な
医
薬

　
品
な
ど
の
購
入
費

③
病
院
や
診
療
所
、
助
産
所
へ
入
院
す

　
る
た
め
の
費
用

④
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き

　
ゅ
う
師
、
柔
道
整
復
師
に
よ
る
治
療

　
を
受
け
る
た
め
に
支
払
っ
た
施
術
費

⑤
保
健
婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
な
ど

　
に
対
し
て
支
払
っ
た
療
養
上
の
世
話

　
の
費
用

⑥
助
産
婦
に
対
し
て
支
払
っ
た
分
べ
ん

　
の
介
助
料

　
　
○
○

　
た
だ
し
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、

美
容
の
た
め
の
整
形
の
費
用
や
、
健
康

増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
や
予
防
薬

の
購
入
費
は
医
療
費
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
診
断
の

結
果
、
病
気
が
発
見
さ
れ
、
引
き
続
き

治
療
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
人
間
ド

ッ
ク
の
費
用
も
医
療
費
に
含
ま
れ
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
計
算
方
法

　
計
算
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

　
負
担
し
た
医
療
費
1
5
万
円
　
　
（
所

得
金
額
が
㎜
万
円
未
満
の
人
は
、
所
得

額
の
5
％
の
金
額
）
ー
医
療
費
控
除
額

（
最
高
㎜
万
円
ま
で
）
た
だ
し
、
負
担

し
た
医
療
費
の
中
で
、
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
額
、
出
産
の
場
合
に
社

会
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ

れ
る
分
べ
ん
手
当
て
な
ど
は
個
人
で
支

払
っ
た
医
療
費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、
確
定

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
す

る
と
き
に
医
療
費
の
領
収
書
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
病
院
な
ど
で

も
ら
っ
た
傾
収
書
は
大
切
に
保
存
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
申
告
書
の
書
き
方
は

税
務
署
に
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
の
記
載
例
が
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
ば
こ
は
村
内
で

　
　
　
　
　
買
㌧
ま
し
ょ
う
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。
　
　
。
，
　
　
轍

脇盈貰

謹
ま
鋤

水
田
利
用

　
　
再
編
対
策
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
　
　
　
（
－
（

度
の
転
作
目
標
面
積
及
び
米
の
政
府
買

入
れ
限
度
数
量
の
変
更
を
通
知
じ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
作
等
目
標
面
積
で

畢
ハ
九
ヘ
ク
タ
ー
歳
度
数
量
で
六
・

蕊
薪
葬
移
．
”
塾
、
。
．
。

　
　
の

　
　
蝋
　
国
と
し
て
は
、
農
家
の
皆
様
に
、
原

　
　
　
則
と
し
て
三
年
間
、
目
標
面
積
等
は
動

　
　
　
か
さ
な
い
こ
と
を
お
約
束
し
て
、
腰
を

　
米
の
転
作
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
農

家
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
の
絶

大
な
る
御
協
力
の
も
と
に
目
標
面
積
を

上
ま
わ
る
転
作
を
実
施
し
て
頂
き
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
は
最
近
の
米
の

需
給
が
著
し
く
不
均
衡
と
な
っ
て
い
る

事
態
に
対
拠
し
て
、
五
十
五
年
度
に
お

い
て
、
単
年
度
の
需
給
均
衡
を
図
る
と

と
も
に
、
五
十
六
年
度
以
降
の
い
わ
ゆ

る
第
二
期
対
策
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図

る
観
点
か
ら
、
原
則
と
し
て
第
一
期
（

五
十
三
～
五
十
五
年
度
）
の
期
間
中
目

標
面
積
等
を
固
定
す
る
こ
と
と
し
て
き

た
当
初
の
方
針
を
変
更
し
て
、
五
十
五

年
度
の
米
需
給
計
画
を
改
訂
し
、
こ
れ

に
即
し
て
、
本
村
に
対
し
て
五
十
五
年

据
え
た
転
作
へ
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
て
き
た
経
緯
を
重
大
な
も
の
と
理
解

し
、
当
初
の
方
針
を
維
持
し
つ
つ
、
米

の
需
給
均
衡
を
図
る
手
だ
て
は
な
い
か

と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
適
切
な
方
策
が

見
当
ら
ず
、
ま
た
、
現
在
の
米
の
需
給

状
態
を
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
将
来
、

更
に
農
家
の
方
々
に
多
大
の
負
担
を
お

か
け
す
る
こ
と
か
ら
止
む
を
得
ず
今
回

の
改
訂
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。

　
一
、
目
標
面
積
等
の
変
更
の
背
景

　
⑭
　
米
の
生
産
の
増
大

　
近
年
に
お
き
ま
す
米
の
生
産
力
は
、

栽
培
技
術
の
向
上
に
よ
り
多
少
の
天
侯

等
の
生
産
条
件
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
年
々
単
収
は
増
加
し
、
根
強
い
潜

在
生
産
力
の
向
上
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
全
体
の
需
給
計
画
を

大
き
く
上
回
る
生
産
量
を
あ
げ
、
現
在

国
で
検
討
中
の
長
期
見
通
し
（
試
算
）

に
お
い
て
も
、
更
に
単
収
の
向
上
が
予

（表1）米の生産量
年度 水稲作付

面　　　　不責
10a当たり
収　　　　量 生　産　量 計画生産

目　　　　標

52
53

272万h　a
　　　（100％）

253万h　a
　　　（93％）

478kg
　　　（100％）

499kg
　　　（104％）

13，022千トン
　　　（100％）

12，546千㌧
　　　（96％）

11，700千トン
　　（100％）

　65
（試算）

190万h　a
　　　（70％）

510kg
　　（107％）

9，700千トン
　　　（83％）

（表2）米消費量の推移（1人当たり年問）

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

⇔
米
消
費
の
減
退

　
最
近
に
お
き
ま
す
日
本
人
の
食
生
活

は
、
肉
類
・
油
脂
・
卵
・
乳
製
品
等
の

摂
取
量
が
増
大
し
、
他
方
で
米
に
つ
い

て
は
、
昭
和
三
十
七
年
を
ピ
ー
タ
と
し

て
、
食
生
活
の
高
度
化
、
多
様
化
に
よ

る
食
料
需
要
の
変
化
に
伴
っ
て
、
年
々

減
少
し
、
い
わ
ゆ
る
米
離
れ
が
進
ん
で

お
り
、
最
近
で
は
、
残
念
な
が
ら
農
家

世
帯
に
お
い
て
も
米
消
費
の
落
ち
込
み

が
目
立
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
、
今

後
も
進
む
も
の
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
㊧
　
増
加
す
る
過
剰
米

（
（
月

年次 国民1人当たり
消　　費　　量

都市世帯消費量 農家世帯消費量

37

38

118．3kg
　　（100％）
117．3kg
　　　（99％）

90．4kg
　（100％）

87．Okg

　（96％）

155．5kg

158．8kg
　（100％）

5　1

52

86．2kg

　　（73％）
83．4kg

　　（70％）

50．5kg

　（56％）
49．6k9

　（55％）

119。4kg
　　（75％）
118．4kg
　　（74％）

65
（試算）

60～65〈63＞kg
　　　（53％）

　
米
の
生
産
と
消
費
の
不
均
衡
が
拡
大

し
た
た
め
、
年
々
、
古
米
の
持
越
量
は

増
大
し
、
五
十
四
年
の
十
月
末
で
は
、

全
国
民
の
消
費
量
の
七
カ
月
分
に
も
相

当
す
る
約
六
五
〇
万
ト
ン
に
も
な
り
ま

す
。
国
は
、
五
〇
年
か
ら
五
十
三
年
産

の
余
剰
米
四
八
O
万
ト
ン
を
五
十
四
年

度
か
ら
お
お
む
ね
五
年
間
で
処
理
す
る

計
画
で
す
が
、
こ
れ
に
要
す
る
総
損
失

額
は
約
九
、
O
O
O
億
円
と
見
込
ま
れ

て
お
り
、
大
き
な
財
政
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
食

糧
管
理
制
度
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
こ
と
と
な
り
、
国
民
の
食
生
活

の
安
定
上
か
ら
も
、
ま
た
、
稲
作
生
産

農
家
の
今
後
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め

に
も
、
水
田
利
用
の
再
編
成
と
米
の
消

費
拡
大
に
よ
っ
て
、
米
の
単
年
度
需
給

を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
村
と
し
て
も
、
目
標
面
積
等
の
三
年

間
固
定
と
い
う
約
束
が
変
更
さ
れ
た
こ

と
は
非
常
に
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
米
の
需
給
事
情
等
を
考
え
ま

す
と
、
食
糧
管
理
制
度
を
守
り
、
農
業

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
は
今
回
の

変
更
も
止
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
、

農
家
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
各
関
係
団

体
の
御
協
力
を
得
て
、
本
村
の
実
状
に

即
し
た
転
作
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
米
の
見
直
し
を
／

　
今
、
欧
米
で

　
総
麟

ま
す
。
お
米
は

す
ぐ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
i
源
で
あ
る

と
と
も
に
、
良
質
の
タ
ン
パ
タ
質

を
含
ん
で
い
ま
す
の
で
、
お
米
を

と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
肥

満
や
成
人
病
の
原
因
で
あ
る
肉
や

脂
肪
の
と
り
過
客
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。

し
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先
小
動

の
・
、
弩

騰
英
霊
合
祀
実
現
▼

　
去
る
十
二
月
十
九
日

村
民
体
育
館
広
場
に
て
、

村
と
社
協
主
催
に
よ
る

戦
没
者
英
霊
合
祀
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
、
遺
族
・

軍
恩
の
方
々
等
諸
英
霊

に
謹
ん
で
感
謝
の
誠
を

捧
げ
永
遠
の
平
和
を
祈

念
し
ま
し
た
。

　
南
北
小
学
校
に
お
い
て
十
二
月
十
九

　
日
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
教
室

　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
”
自
転
車
は

く
じ
ょ
う
ず
に
の
ろ
う
よ
あ
わ
て
ず
に
”

▲
去
る
十
二
月
二
十
三
日
、
「
街
を
き
れ
い

　
に
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
日
赤

　
奉
仕
団
・
青
少
年
相
談
員
合
同
の
あ
き

　
か
ん
ひ
ろ
い
を
実
施
。
小
川
県
道
の
あ

　
き
缶
の
山
に
団
員
も
び
っ
く
り
。

）

し

8円
合い運動一

　
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
、

明
る
い
正
月
を
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
昨
年
の
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
は
、
み
な
さ
ん
の

ノ
9
け
あ
た
た
か
い
善
意
と
ご
協

乱
7
す
力
に
よ
り
”
総
額
五
＋
万

　
　
り
た

実
－
末
一
千
七
百
九
＋
八
円
〃
と

蓼
歳
継
鐘
構

の
5
一

ん
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

みなさ年
寄
り
、

　
れ
た
善
意
の
寄
附
金
は
、

　
施
設
へ
入
所
さ
れ
て
い
る

　
方
、
低
所
得
に
悩
む
世
帯
、

　
長
い
間
、
寝
た
き
り
の
お

心
身
に
重
い
障
害
を
お
持
ち

の
方
々
等
の
た
め
に
有
効
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

の
み
な
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
募
金
結
果
（
役
場
受
付
分
）

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
O
O
O
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
工
南
工
場
部
課
長
懇
談

会
　
　
　
　
　
　
　
二
八
、
O
O
O
円

宝
憧
寺
壇
信
徒
会
（
押
切
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
、
九
一
〇
円

釈
迦
寺
壇
信
徒
会
（
須
賀
広
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
、
五
〇
〇
円

江
南
役
場
職
員
組
合
青
年
婦
人
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
一
五
〇
円

江
南
村
水
道
指
定
工
事
店
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
一
〇
〇
円

江
南
村
役
場
職
員
一
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
、
八
三
八
円

普
門
寺
壇
信
徒
会
（
千
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
六
五
〇
円

常
安
寺
檀
信
徒
会
（
塩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
三
〇
〇
円

前
川
キ
ミ
子
様
　
　
　
三
、
○
○
○
円

戸
別
募
金

樋樋下上上三成
春春押押新

南北切切田本沢

御
正
新
田

板　小野須

　塩江　賀

井　川原広

柴

　療試千
ま

た養験

江所場代

　　一　二一四二一五一一一一一二六
二一六九五〇三五七九〇八二七一九三

八
O
O
円

六
〇
〇
円

八
○
○
円

四
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

四
〇
〇
円

四
〇
〇
円

三
五
〇
円

五
〇
〇
円

二
〇
〇
円

四
〇
〇
円

六
〇
〇
円

○
O
O
円

二
〇
〇
円

O
O
O
円

○
○
○
円

も
ち
米
八
俵
の
寄
贈
が
あ
り

福
祉
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
も
ち
つ
き
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
、

江
南
村
機
械
化
組
合
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
、
恒
例
の

　
　
　
　
　
機
械
化
組
合
、

　
　
　
　
日
赤
奉
仕
団
の
か

）
』
）

た
が
た
の
奉
仕
に
よ
り
行
わ
れ
、
約
二

俵
の
も
ち
米
が
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
手
際
よ
く
つ
か
れ
、
見
学
に
き
た

保
育
所
・
幼
稚
園
・
施
設
の
こ
ど
も
た

ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
残
っ
た
も
ち
米
六
俵
は
、
歳

末
助
け
合
い
運
動
の
寄
附
金
と
一
緒
に
、

村
内
の
恵
ま
れ
な
い
家
庭
や
施
設
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
管
理
委
員
の
改
選

　
昨
年
十
二
月
三
十
一
日
任
期
満
了
の

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
は
、
十
二
月
の

定
例
村
議
会
で
選
挙
さ
れ
、
次
の
か
た

が
た
が
、
委
員
及
び
補
充
員
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

委
貝

補
充
員

　
ま
た
、

会
で
、

高
橋
義
四
郎

小
久
保
忠
良

舟木萩駒永飯
橋村原井田島

　
　
（
敬
称
略
）

　
　
（
上
新
田
）

　
　
（
千
代
）

虎
芳
（
板
井
）

揖
長
（
下
押
切
）

利
次
（
小
江
川
）

貞
明
（
成
　
沢
）

善
作
（
野
原
）

貞
助
（
御
正
新
田
）

　
　
　
　
一
月
八
日
の
選
挙
管
理
委
員

　
　
　
委
員
長
、
委
員
長
代
理
者
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
委
員
長
　
　
高
橋
義
四
郎

　
　
同
代
理
　
　
小
久
保
忠
良

幽㎜
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；

1シベリヤ抑留者の方へ　：
　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　ロ1　全国各地でシベリヤヘ抑留され　一
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
lた方の補償要求運動が行われてお　　・
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
Iります。埼玉県でも連合会が結成　l

Iされておりますので、江南村在住　　ロ

　　　　　　　　　　　ロ1の該当者の方の連絡をお待ちしま　1

　　　　　　　　　　　ロす。　　　　　　　　　　91　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1　お問合せ○埼玉県連合会本部　　　1

、　　　　　　電話熊谷32－4632　：
　　　　〆　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　O江南村役場総務課へ　　：
8＿＿＿”一一＿　一一＿＿一＿＿＿辱，一一＿　一辱一＿一＿＿，

！東京フィルハーモニー　：

1　交響楽団特別演奏会　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

おしらせとあんない
　　　　　　　　　　　　　『

公演期日　3月23日（日）14時30分開
馴

騒　　　　　場15時開演
1

『曲　目1．ハイドン：
’　　　　　　交響曲101番「時計」
ひ

1　　　　　2、ヴィヴァルディ：

1　　　　　　ギター協奏曲二長調
ロ

1　　　　　3．べ一トーヴェン：
監

　　　　交響曲第7番1

1入場料A席　3，000円
ヒ

l　　　　B席　2，500円
l　　　　　C席　1，500円
じ

1　お問い合せと電話予約は
9

　熊谷会館（奮0485－23－2535番）へ
1
聖

　2月の納税

国民健康保険税

　第6期分
納期………2月29日

◆みんなの税金

　　みんなのために◆

　特例納付で年金を
国民年金の保険料を納め忘れた

り、加入し忘れている方はいませ

んか。

保険料をさかのぼって納められ

る特例納付（時効となった期間1

か月につき4，000円で納付ができ

ます）は、昭和55年6月30日まで

ですので、お早めに。

なお、世帯更生資金で特例納付

に必要な額の半分を貸し付ける制

度ができました。

　　　　　　役場住民課
一一一輯一一『　ロー　－　一一　一一“一　一　ロ’一一一一一1じ

：経営の合理化
1　　青色申告をどうぞ　：ふるさとを再発見する絶好の機会l
I　　　　　　　　　　　　　　I　です。誰にでもできる新しいスポ1
　青色申告は経営の合理化に役立　I　　　　　　　　　　　　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　I　一ツ「オリエンテーリング」で、　0
0　つだけでなく、税金の面でも有利　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　、
1　　　　　　　　　　　　　　　，　寒さなんかふっとばしてみませんl
l　になりますので、この申告を希望　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　か？」ふるってご参加下さい。　　I
I　する事業主のかたは、商工会にご　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
I　　　　　　　　　　　　　　　　　I　と　き・　2月17日雨天決行
1　相談ください。なお、青色申告の　l　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　l　集合場所・　江南北小学校　　　　l
l　決算指導を次のとおり行いますの　，　　　　　　　　　　　　　　　　：
［　　　　　　　　　　　　　　　　　r　受付・　午前9時～10時30分　　　，
1　でご利用下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　「第一受付」へおこし下さい。
iOとき1冒欄12日間i個人又は・伽一プ（二（組i
l　　　　　　　　　　　　　　　　l　　から三人組に限る）でどりぞ。l
l　Oじかん　午前9時から午後4時　，　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　，　服装・活動的な服装。ジーパンか　1
，’○ところ　母子健康センター　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　l
r＿一＿＿一一＿一一．一＿一一．一二＿1　　　　体操服がよい。　　　、　　1

　　　　　　　　　　　9　移動図書館巡回
とき　2月14日（木〉1日寺30分～3B寺

ところ　江南村役場

　　心配ごと相談
とき　2月26日（火〉9時30分～12時

　　3月25日（幻9時30分～12時

ところ　母子健康センター

：ふるさとで　　　　：
　　　　　　　　　　　し・　オリエンテーリングを1
じ

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I　主催　上智大O　Lクラブ　　　　I
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
，　共催　江南村教育委員会　　　　　1
　　　　　　　　　　　81

　　　　　　　　　　　！　　　　●D　　　　　　　　　　　　　　 l
I　　　　　　　　　　　rr

　　　　　　　　　　　1　　　　　　●の　　　　　　℃　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　8　　　　』　　
　　　　　　　　　　　『星

　　　　　　猿　　　　　　　　　　
匪

コ　　　　　　　　　　　　　し　り

1　　　　　　　ミ’　　　　　l
l　　　　　　　翌　　　　　

1

『　　暴壷　　i
l　　猛・　　1今　　　　　　　　　　　1，

I

　　　　　　　　　　　l（、1　来たる2月17日、柴・千代地区
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1　から川本町にまたがる林で、オリl

l　エンテーリング大会が開かれます。l

　　　　　　　　　　　I

もちもの・筆記具、シルバーコン　量

　　　　　　　　　　r＼　　　ノマス。　　　　　　　1
　　　　　　　　　　ヒ　　（コンパスを持っていない人げ（）

　　　　　　　　　　レヤ　　　には、当日貸し出します）　1

　　　　　　　　　　じ・参加費・傷害保険料として二百円　1

　　　　　　　　　　ロ　　程度いただくことになる予　1

　　　　　　　　　　コ　　定です。　　　　　　1
　　　　　　　　　　ドお問合せ・江南村教育委員会へ。　1

1．＿＿＿＿一薗一一＿．一＿』．＿一し一一．一一＿一＿一一一一一一一一一一一L一一一一一一一一一一一一一一一一一」

　　　　　　　生五こ月年　　　　　だ保　めす調え　ま四一
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
こ
れ
ま
で

一
か
月
三
千
三
百
円
で
す
が
、
今
年
の

四
月
か
ら
三
千
七
百
七
十
円
に
変
わ
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
者
が
ふ

え
続
け
て
い
く
の
と
、
物
価
上
昇
に
歩

調
を
合
わ
せ
て
、
年
金
額
が
毎
年
増
額

す
る
の
で
、
年
金
財
政
上
保
険
料
も
改

め
る
必
要
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

皆
さ
ま
の
負
担
も
重
く
な
り
ま
す
が
、

保
険
料
を
滞
納
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。現

況
届
は

　
　
　
誕
生
月
に

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
、
二

月
十
五
日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五
十

五
年
よ
り
提
出
指
定
日
が
受
給
者
の
誕

生
月
の
末
日
に
変
り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
五
年
四
月

以
降
に
誕
生
日
が
く
る
人
は
、
そ
の
誕

生
月
の
末
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
況
届
の
用
紙
は
提
出
指
定

日
の
一
か
月
前
に
社
会
保
険
庁
よ
り
送

付
さ
れ
ま
す
．

国
民
年
金
保
険
料
が

　
　
　
変
わ
り
ま
す
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消
防
職
員
を
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

勲もし
普

轟
レ
の

　
も
　
　
　
ノ
ロ

窃のプ ◇
試
験
の
日
時

　
三
月
四
日
（
火
）
午
前
八
時
三
十
分

◇
試
験
の
場
所

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

◇
募
集
職
種

　
　
消
防
士
　
　
若
干
名

◇
受
験
資
格

　
ア
　
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
大
里
村
、

　
　
江
南
村
に
居
住
す
る
方

　
イ
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
現
在

　
　
で
、
年
齢
十
八
歳
以
上
二
十
一
歳

　
　
未
満
の
男
子

　
ウ
　
身
長
百
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
以
上
身
体
強
健
で
、
消
防
活
動
に

　
　
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
有
す
る
こ
と
。

　
　
（
色
盲
、
色
弱
者
、
裸
目
で
O
・

　
　
六
以
下
の
視
力
者
、
内
臓
疾
患
者
、

　
　
聴
力
異
常
者
等
を
除
く
）

　
工
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
及
び

　
　
卒
業
見
込
み
の
方
又
は
こ
れ
と
同

　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

　
オ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
　
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

　
　
②
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
　
③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
　
そ
の
執
行
を
終
る
ま
で
又
は
そ
の

　
　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

　
　
ま
で
の
方

　
　
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

　
　
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ

　
　
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

　
　
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

　
　
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は

　
　
こ
れ
に
加
入
し
た
方

◇
申
込
書
受
付

　
二
月
二
十
日
か
ら
二
月
二
十
六
日
ま

　
で

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
（
‡
曜
日
は

　
正
午
ま
で
）

◇
詳
細
は

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
総
務
課

　
電
話
〇
四
八
五
（
二
四
）
六
三
八
六

＞
勢
ぞ
ろ
い
し
た
江
南
出
張
所
職
員

「
｛
翻
劇
…
；
…
…
…
」

　
　
　
　
火
災
の
多
発
期

　
　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
2
月
2
9
日
か
ら
3
月
1
3
日

r
…
ー
…
ー
…
…
…
ー
…
…
…
…
…

駐　　　
　
’

ダ
メ
ダ
メ

そ
ん
な
フ
オ
ー
ム
じ
や

壌幽さ
ん
が
お
手
本
を

み
せ
て
あ
げ
よ
う

叡

ぬ
論

　
　
　
・
＼
ヲ

　
　
　
G
』
　
、
Y

議
舷
＼

そ
の
フ
ォ
ー
ム
は
？

　
　
　
　
，
〆

　
　
　
　
・
ノ

　
　
　
曳
、
V
＼

今
夜
の
マ
メ
マ
キ
の

フ
オ
ー
ム
だ
よ

　
　
、
　
陶

・
v

ノ

お子様の進学資金は
　　国の進学ローンで

年
限
が
三
年
以
上
の
も
の
）

大
学
校
、
水
産
大
学
校
、

航
空
大
学
校
、

業
訓
練
短
期
大
学
校
に
進
学
さ
れ
る
方

（
勤
労
学
生
な
ど
に
限
ら
れ
ま
す
）
。

　
た
だ
し
、
年
収
が
五
百
万
円
（
事
業

所
得
者
の
方
は
三
百
五
十
五
万
円
）
以

内
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

▽
取
扱
期
間
　
昭
和
五
十
五
年
一
月
四

日
～
四
月
三
十
日
。

▽
融
資
額
　
一
世
帯
あ
た
り
五
十
万
円

以
内

▽
融
資
対
象
　
入
学
金
、
授
業
料
、
施

設
設
備
費
な
ど
の
学
校
納
付
金
お
よ
ぴ

受
験
の
た
め
の
費
用
、
教
科
書
代
、
制

服
制
帽
代
、
下
宿
の
敷
金
な
ど
進
学
に

際
し
必
要
な
資
金
と
し
て
お
使
い
に
な

れ
ま
す
。

▽
融
資
期
間
　
進
学
す
る
学
校
の
修
業

　
　
，
、
ざ
｝

　
　
　
　
　
ゴ
N

　
国
民
金
融
公
庫
お
よ
び

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

で
は
、
　
「
国
の
進
学
ロ
ー

ン
」
と
し
て
、
進
学
に
必

要
な
資
金
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の

主
な
内
容
は
、
次
の
通
り

で
す
。

▽
利
用
で
き
る
方
　
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

短
大
、
大
学
、
大
学
院
、

盲
学
校
、
聾
学
校
、
養
護

学
校
の
各
高
等
部
、
専
修

学
校
の
高
等
課
程
（
修
業

　
　
　
　
　
　
、
農
業
者

　
　
　
　
　
海
技
大
学
校
、

　
職
業
訓
練
大
学
校
、
職

年
限
以
内
。
た
だ
し
最
長
四
年
以
内
（

一
年
以
内
の
据
え
置
き
も
で
き
ま
す
）
。

▽
利
率
　
国
民
金
融
公
庫
の
基
準
金
利

と
同
率
（
昭
和
五
十
四
年
十
月
現
在
、

年
八
・
○
％
）
．

▽
保
証
人
　
一
名
以
上
（
国
民
金
融
公

庫
所
定
の
保
証
機
関
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
不
要
で
す
）
。

▽
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済
（

ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
も
併
用
で
き
ま

す
）
．

▽
取
り
扱
い
・
お
申
込
み
窓
口

国
民
金
融
公
庫
、
銀
行
、
信
用
金
庫
、

労
働
金
庫
、
農
協
な
ど

▽
お
問
い
合
せ

国
民
金
融
公
庫
熊
谷
支
店

　
　
電
話
熊
谷
⑳
1
二
七
三
一
番

　
省
エ
ネ
住
宅

　
　
“
断
熱
材
融
資
”
実
施
中
　
　
㎞

　
断
熱
材
の
施
工
な
ど
、
住
宅
の

”
断
熱
構
造
化
”
を
広
め
る
た
め
㎞

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
断
熱
性
に

つ
い
て
一
婁
準
を
満
た
す
逝

築
お
よ
び
増
改
築
住
宅
に
対
し
、
　
㌔

最
高
三
十
万
円
の
割
増
融
資
を
行

っ
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
～

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
宅
金
融

公
庫
の
支
所
・
営
業
所
か
住
宅
金

融
公
庫
の
業
務
を
取
り
扱
う
銀
行

か
信
用
金
庫
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。




